
11月 25日 ( 火 )　　14:00 ～ 16:00

福井商工会議所ビル 2階　　会議室D
（〒918-8580　福井市西木田 2丁目 8-1）

11月 26日 ( 水 )　14:00 ～ 16:00

アクアトム 3階　　プレゼンホール
（〒914-0063　敦賀市神楽町 2丁目 2-4）

 近年の製造現場で必要不可⽋な NC ⼯作機械の動作を決める CAM（Computer-Aided Manufacturing）は⾃
動化や⾼精度加⼯を実現するうえで重要な技術であり、現代のものづくりを⽀える役割を担っています。
 本講演では CAM 内部で⾏われる各種処理、例えば 3D モデル形状、⼯具経路⽣成、⼲渉回避などの仕組みに
ついて解説するとともに、⾼速⾼精度切削シミュレータ開発や、びびり振動低減を⽬的とした⼯具経路⽣成、
更には教育⽤オープンソース⼯作機械の開発など、これまで取り組んできた研究開発をご紹介します。

J-PARC センターでは、容器そのものが真空を保持する機能を備えた「超⾼真空ゲッターポンプ」技術を開
発しました。この技術を応⽤し、軽量・コンパクトで電源を必要としない真空トランスファーケースを新たに
開発。これにより、半導体材料のシリコン基板などのサンプルを⼤気にさらすことなく輸送できることを実証
しました。超⾼真空ゲッターポンプ技術と真空トランスファーケースについてご紹介します。

57第          回

敦総研オープンセミナー
主催 /国立研究開発法人日本原子力研究開発機構　敦賀事業本部　敦賀総合研究開発センター
共催 /国立大学法人福井大学産学官連携本部協力会　原子力技術研究部会

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構では、研究開発を通して創出した新技術を地域企業の皆様方に活用して頂くことや、
原子力分野へ幅広く参入して頂くために、機構の技術などを紹介する取組みを行っています。今回のセミナーは国立大学法人
福井大学産学官連携本部との共催で開催します。

お問い合わせ 国立研究開発法人日本原子力研究開発機構　敦賀事業本部　敦賀総合研究開発センター　成果展開推進課
0770-21-5033 0770-25-5782 thq_soudan@jaea.go.jp
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CAM内部メカニズムと加工支援ソフトの高度化に関する研究紹介CAM内部メカニズムと加工支援ソフトの高度化に関する研究紹介CAM内部メカニズムと加工支援ソフトの高度化に関する研究紹介＜発表 1＞＜発表 1＞

＜発表 2＞＜発表 2＞

＜発表 3＞＜発表 3＞

超軽量・電源不要な真空トランスファーケース
－  ナノ材料・半導体材料を加速する超高真空技術  －

超軽量・電源不要な真空トランスファーケース
－  ナノ材料・半導体材料を加速する超高真空技術  －
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日時・場所

セミナー内容

福井大学　学術研究院工学系部門　機械工学講座 助教　鬼頭   亮太

原子力機構　J-PARC センター兼神谷超高真空技術開発ラボ　　技術副主幹　諸橋   裕子

原子力機構　敦賀事業本部　敦賀総合研究開発センター　成果展開推進課
　　　 技術副主幹　鬼沢   卓広

バスケット移動方法の安全性を高める治具の検討・試作
株式会社長田工業所（坂井市）

運搬及び安全性向上のための仮設昇降設備の検討・試作
株式会社ナカテック（坂井市）

廃止措置作業現場段差用スロープの検討・試作
株式会社共和製作所（敦賀市）

放射線管理区域入域の際に使用する
多目的カードケースの検討・試作

株式会社ミヤゲン（敦賀市）




